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１． 研究計画の概要 
本研究では，学習者が自らの英語運用能力

を客観的に把握し，自らが掲げた目標に向か
って，自律的に英語学習に取り組むことを支
援するツールとして，ｅポートフォリオを開
発する．ｅポートフォリオは，診断モジュー
ルと学習支援モジュールから成る．診断モジ
ュールでは，自己診断アンケート結果を基に
自動的に学習者個々の目標コンピテンシー
（目標とする能力）を学習者に提示する．自
己診断アンケート結果という主観的な評価
だけでなく，TOEIC 目安点等の数値による客
観的評価を加えることで，学習者にわかりや
すい情報を提供する．一方，学習支援モジュ
ールでは，自分の足りないコンピテンシーを
身につけるためにはどのように英語を学習
すべきか学習方略をアドバイスし，必要な学
習教材を提供する．また，学習者ごとの学習
進捗と学習目標を明示し，学習者が学習ペー
スを把握できるようにする． 
以上を踏まえ，本研究では以下の(1)-(5)

を行い，効果的なｅポートフォリオを設計及
び開発する．  
(1) 言語能力指標に関する調査研究  
(2) 標準化テスト結果から英語運用能力を

自動的に判断するアルゴリズムの構築 
(3) 学習者特性の分析 
(4) 学習者の目標やレベルに合わせた学習

教材や学習方略の分析 
(5) 自律学習におけるｅポートフォリオの 

活用事例の調査 
 

 

２．研究の進捗状況 
これまでに得られた成果は，以下の通りで

ある． 
(1) 英語運用能力診断システムの構築 
Common European Framework of Reference 

for Languages: Learning, Teaching, 
Assessment（CEFR）の指標に基づき，学習者
の能力を診断し，レーダーチャートとして視
覚化するシステムの開発に取り組んだ．本シ
ステムの主な特徴としては，過去の結果も表
示され，評価の変化が把握できること，アン
ケート結果から TOEIC 目安点が，また TOEIC
得点から英語運用能力のレベルが自動的に
算出されること，主観的なアンケート結果と
客観的なテスト結果とが合成されることで，
英語運用能力に対する評価のずれを学習者
が視覚的に把握できること，の 3 つである．
システムのアルゴリズムは，これまでに集積
した大学生約 2300 名分のデータ解析に基づ
いて計算している． 
 

(2) 自律学習を促進する学習支援 
先行研究や実践事例から，自律学習に効果

的な学習方略を洗い出し，現状のレベルや目
標，弱点別に学習方略を分類した．また学習
者を自己診断アンケート結果から英語に対
する自信度によって分類し，それぞれに対し
て適切な学習方略をも検討した． 
 

(3) 自律学習におけるｅポートフォリオ 
国内外の先進的な取組みを行っている教

育機関への訪問調査，学会参加を通じて，ポ
ートフォリオの活用事例を調査した．ポート
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フォリオは授業の成果物の蓄積先，オンライ
ンテストやコミュニケーションツールとし
て利用されており，コース・マネジメント・
システムとしての活用がほとんどであり，よ
り評価と連動した仕組みが必要であること
がわかった． 
 
(4) ポートフォリオの設計 

以上を踏まえ，本研究では適切な評価，評
価に合わせた学習方略や教材の提示，学習者
ごとの学習進捗と学習目標の明示，の 3つの
特徴を踏まえたポートフォリオの設計に取
り組んでいる． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 

 研究開始時期を同じくして，当時の所属先
である熊本大学の大学院ＧＰ「ＩＴ時代の教
育イノベーター育成プログラム」（2007～
2009 年）の採択を受けて「ｅポートフォリオ
研究会」が立ち上げられたことにより，最新
の研究成果を学ぶ機会が増え，本研究を進め
るにあたり大変参考となった． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 当初の計画から変更したいと考えている
点は，以下の通りである． 
(1) FDモジュールから学習支援モジュールへ
の変更 
 当初案では自律学習を行う学習者をサポ
ートする教員の立場を考慮し，教員にとって
ためになる指導法に関する情報を提供した
り，教員同士が情報を共有・蓄積したりでき
る機能をポートフォリオに設置することを
想定していた．しかしながら，与えられた英
語運用能力や学習方略に関する情報を学習
者が咀嚼し，自ら考えて行動できる学習者の
育成を促進するために，教員側の立場に立っ
た FD モジュールではなく，学習者の立場に
立った学習支援モジュールに変更すること
にした． 
 
(2) 学習支援モジュールの内容変更 
 当初案では，自律学習に成功した学習者の
インタビューをビデオクリップとして閲覧
できるようにし，学習の喚起をはかろうと考
えていた．しかしながら，システムへの負荷
と効果の度合いを考え，別の手法を検討すべ
きであると考えた．成功者の学習時間や進度
をグラフの形で視覚化することにより，学習
者が競争しながら学習を進められるように
し，また成功者のアドバイスをテキスト化し，
閲覧できるようにしようと考えている． 
 
(3) 運用システム 

2009年4月より現在の所属先に異動したこ

とにより，ポートフォリオの構築を考えてい
たシステムを利用できなくなることが危惧
されたが，他のシステムにより対応する方向
性で計画を進めている． 
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